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研究成果の概要 

ポリアクリル酸を酢酸カルシウム水溶液で平衡膨潤したハイドロゲルは、温度だけでなく、延伸によっ

ても相分離を示し、同じ体積分率で相分離を示さないゲルに比べて著しく高強度・高靱性となる。これ

は、二価のカルシウムイオンとポリマーとの非共有結合的な相互作用に起因すること考えられるため、

水中での応力緩和試験を行った。応力に特徴的な緩和時間とビデオ撮影の濁度の消失から得られる緩

和時間がおおよそ対応することがわかった。さらに、金属イオン種を銅イオンに変え、ポリマーとイオ

ン間の相互作用を著しく強い系にしたところ、濁度の消失は非常に遅くなったが、これよりも非常に速

い応力の一次緩和が観察された。この一次緩和はカルシウム系でもみられており、イオンとの相互作用

を維持したポリマーの共通の緩和と考えられる。銅イオンはカルシウムイオンと比べて結合定数が二

桁近く高いため、共有結合性の架橋と同等の構造を形成していると示唆された。 

立体規則性を制御したポリメタクリル酸ゲルでは、保護剤なしと比べて高いシンジオタクチック比率

のゲルの合成に成功し、同様に高温で相分離を示した。DSCなどの熱プロファイルでは違いが見られた

ものの、現在のところ高温で結晶を形成するに至っていない。これは、合成条件上、モノマー濃度を増

やせないため、得られるゲルの網目密度が通常のゲルと比べて小さいことが原因と考えられる。これに

関しては、立体規則性ゲルを作製後、このゲルの中でもう一度立体規則性重合を行い二重網目構造を形

成させることで、網目密度を高める方法を行う。 
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